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ご挨拶 
 

 

謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

この度、第 36回日本助産学会学術集会を 2022年 3月 19日（土）・20日（日）にわ

たり、大阪市中央公会堂にて開催いたします。1987年に近藤潤子先生が大阪で第 1回

学術集会を開催されて以来、実に 35 年ぶりの大阪での開催となります。会場は国の

重要文化財にも指定されているネオルネサンス様式の外観の大阪市中央公会堂です。  

今回の学術集会のテーマは「ウィメンズヘルスを始点とする助産ケア」としました。

妊孕世代の女性は月経障害、性感染症、やせ、がんの罹患など多くの健康課題を抱え

ており、これらの健康課題は女性のパフォーマンス・QOL の低下のみならず、妊娠・

出産、次世代の健康にも影響を及ぼします。そこで、良好な妊娠・出産・育児につな

がるための女性の健康支援に焦点を当て、妊孕世代の女性、育児期の女性に寄り添う

助産ケアのあり方、すべての女性が社会でより輝くための支援策について、皆様と学

びを深めたいと考えております。 

会場の大阪市は大都市ではありますが、“水の都”として知られています。水運に支

えられて経済と文化の中心的都市として発展してきました。大阪城をはじめ、通天閣、

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンなど、観光名所満載です。B 級グルメの代表とも

いえる“粉もん”も是非ご堪能ください。大阪といえばお笑いですので、アカデミッ

クさを保ちながらも楽しい学術集会となるよう、プログラムを企画検討しております。

多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

謹白 

2021年 5月吉日 
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開催概要 

 

会議名称 第 36回日本助産学会学術集会 

 

会 期  2022年 3月 19日(土)・20日（日） 

 

会 場  オンライン開催（バーチャル展示） 

※バーチャル展示はアーカイブ配信（閲覧期間 1ヶ月程度）を予定 

 

会 長  渡邊 浩子 

（大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 教授） 

 

テーマ  「ウィメンズヘルスを始点とする助産ケア」 

 

参加者  約 2,000名 （予定） 

 

プログラム（予定） 

総会、会長講演、特別講演、教育講演、シンポジウム、ワークショップ、 

交流集会、口演発表、ポスター発表、共催セミナー、機器・書籍展示 他 

 

 

運営事務局（問い合わせ先） 

株式会社インターグループ 

  担当：中山 

  〒531-0072 大阪市北区豊崎 3‐20‐1 インターグループビル 

  TEL：06-6372-3052 FAX：06-6376-2362 

  E-mail： jam36@intergroup.co.jp 

  



 

 

バーチャル展示 募集要項(NPO等団体用) 

 

1. 展示について  

◆出展資格   本学術集会の趣旨をご理解いただける、NPO・自主団体 

◆展示会場 オンライン（バーチャル展示） 

◆出展料   

小間タイプ 出展料 オンライン展示仕様 

NPO 等団体向け展示 無料 ・チラシ(PDF)の展示 

・貴団体ウェブサイトへのリンク 

 

2. お申込みについて 

◆申込方法 大会HPの「共催・展示・広告・寄付金募集」（http://jam36.umin.jp/ad.html）にござ

います、お申込みフォーム（https://forms.gle/6oqK7UTshvFqrL4VA）よりお申込

みください。 

◆申込締切 2021年12月24日(金) 

◆取 消  申込書の提出後は、主催者が不可抗力と認めた場合以外、 

取消はいたしかねます。 

やむを得ず出展の取消や内容変更を行う際は、その理由を明記した文書を 

提出して了承を得てください。 

 

 

<バーチャル展示イメージ> 
 

リンクをクリックすると 

右のように各団体サイトを 

閲覧できます。 

http://jam35.umin.jp/ad.html
https://forms.gle/6oqK7UTshvFqrL4VA

